
p3 広報あいなん

          町内のトピックス、お知らせします。TOWNコミュ

　愛南町の魅力を網羅した情報誌「Ai‐Mora( あ

いもーら )」の創刊号が、有限会社せいぶ印刷工

房 ( 高知県四万十市 ) から発行されました。愛南

町のおすすめ情報が満載の「あいもーら」は無

料です。役場の窓口や町内店舗で見かけた際は、

ぜひご覧ください。

　御荘文化センターで「愛南町戦没者追悼式」が

行われ、先の大戦において亡くなられた方々を追

悼し、平和を祈念しました。追悼の辞では、平和

の大切さを訴え、再び戦禍の悲劇を繰り返さない

ことを固く誓いました。(10/22)

　西予市野村町で「第 77 回愛媛県総合畜産共進会・

肉用種種牛の部 審査会」が開催され、池田一
か す な り

成さ

ん ( 広見 ) の出品牛「えいこ 3」が『未経産の部』

で優等賞主席を受賞、また『子牛雌の部』でも出品

牛「みゆもん」( 写真 ) が優等賞主席を受賞し、二

冠を達成しました。(10/16)

　中学生海外研修事業報告会が御荘文化センター

で開催され、8 月 11 日から 20 日までオーストラ

リアのブリスベン近郊で研修を行った町内中学校

の研修生 15 人が、個別にそれぞれの研修成果を報

告しました。(10/27)

　町内で旅館業を営み、県旅館ホテル生活衛生同

業組合の副理事長を務める山下常
つ ね と み

臣さん(船越)が、

生活衛生関係営業において、組織活動の推進、衛生

措置の改善向上などに顕著な功績があったとして、

厚生労働大臣表彰を受けました。山下さんは役場

本庁を訪問し、清水雅
ま さ ふ み

文町長に受賞の報告を行い

ました。(11/10)

　米寿を迎えられた方を対象とする高齢者叙勲受

章者が発表されました。本町からは、旧一本松町

議会議員を 3 期 12 年務められた熊澤鐵
て つ お

夫さん ( 満

倉 ) が旭日単光章を受章されました。心から敬意を

表しますとともに、晴れの受章をお喜び申し上げ

ます。
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　12 月 8 日は針供養の日である。日ごろ固い布を刺して
いる針を、軟らかいコンニャクなどに刺して供養する日
である。
　針を利用して身を守っている海の生き物は多い。オニ
ヒトデやミノカサゴの針には毒があり、刺すと同時に毒
が注入される。私も刺されたことがあるが、激しい痛み
が走り、傷口の血が止まらなくなる。幸い大事には至ら
ずにすんでいるが、二度目、三度目になると、激しいア
レルギーショックを起こすことがあるので、注意が必要
だ。沖縄ではオニヒトデを駆除しているダイバーが誤っ
て刺され死亡した例もある。
　とかく悪者のイメージが強いオニヒトデであるが、彼
らも生きんがためにサンゴを食べているだけである。人
の都合で特定の生き物だけを駆除することは、生態系を
さらに破壊してしまう危険性をもっている。オニヒトデ
の大発生は環境破壊が大きな原因の一つであることを忘
れてはならない。

（撮影地 : 小地島）  　      愛南サンゴを守る会 西尾知
と も て る

照

本日! 海日和!!  　 「危険なお針子さん」vol61

　全国有数の磯釣りポイント

がある西海・内海地区の海域

で「あいなん磯釣大会 2015」

が行われ、県内外から過去最

多となる 230 人の釣り愛好家

が参加して腕を競い合いまし

た。大会は、「グレ長寸」、今

大会から設けられた「イシダ

イ」、「他魚」の 3 部門で行わ

れ、町内出場者では、44cm

のイシダイを釣り上げた山

本和
か ず ひ ろ

弘さん ( 中川 ) がイシダ

イの部で、また、70.5cm の

アオブダイを釣り上げた加幡

鹿
し か た ろ う

太郎さん ( 平碆 ) が他魚の

部でそれぞれ優勝しました。

西日本屈指の
磯場で釣り勝負
31

写真

6

オニヒトデの毒針

ふるさとの木で未来の森づくり

10/

写真
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　木を植えることで未来に美しい海を残そうと、御荘

B&G 海洋センターで「植樹祭」が行われ、東海小学校

や御荘 B&G 海洋クラブに所属する児童など 21 人が参

加しました。

　植樹祭は、平成 24 年度から東海小学校が取り組む

「B&G 海を守る植樹教育事業」の一環で開催され、同

校児童が 3 年前に採集したドングリから大切に育て上

げたウバメガシ 20 本を含む 12 種類 81 本の苗木が用

意されました。

　植樹は、その土地本来が持つ自然の力を活用し、混

植・密植により森を育てるという「宮脇方式」で行われ、

子どもたちは、緑豊かな森に育つよう願いを込めなが

ら一本一本丁寧に苗木を植えました。

10/

17
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　御荘文化センターを主会場

として、城の辺学習館、平城

公民館で、町文化協会 ( 宮岡

秀
ひ で ゆ き

幸会長 ) 主催による「愛南

町文化祭」が 2 日間にわたっ

て開催されました。

　「未来につなごう郷土の文

化」をテーマに掲げた今年の

文化祭では、中泊・外泊地区

祝唄保存会による「石舁
か

き唄 

お嫁さん道中」( 写真③ ) が数

年ぶりに披露されるなど、町

文化協会に加盟する団体のう

ち、40 団体の展示・研究と 44

団体の発表が行われました。

愛南の文化で
豊かな未来のまちづくり

　愛南町役場御荘支所敷地内

で、町シルバー人材センター

の会員による清掃奉仕活動が

行われました。この活動は、

10 月第 3 土曜日の「シルバー

の日」に毎年行われています。

　今年は会員 26 名が参加し、

草引き作業や落ち葉清掃な

ど、2 時間にわたり熱心に作

業が行われ、施設周辺はすっ

かりきれいになりました。

「シルバーの日」
清掃奉仕活動
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　秋の恒例行事「ふるさと

一本松祭」が広見コミュニ

ティーセンター前で開催され

ました。

　今年で 10 回目を迎えた一

本松祭では、地元物産品販売

があったほか、増田地区出

身の歌手 紫
し お ん

音さんのライブ

ショーや中川地区出身でバ

イクのトライアル国際 A 級

ライダー 吉良祐
ゆ う や

哉さんのバ

イクデモンストレーション、

「愛
え

の葉
は

ガールズ」のライブ

ショーなどがあり、来場者

は楽しいひと時を過ごしまし

た。

ふるさとの魅力
いっぱい一本松祭
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